





































































































































































































H21 H22 H27 
学校満足度 59.20% 72.10% 89.70% 
保健室年間利用者数 2264人 1183人 384人 
国公立大学 
国公立短大合格者 
7人 ４人 15人 
 
表２ 生徒の変容等に関する数値 
48 
である。また、地域との連携を重視した教育活動の推進において、従来の教育活動を基礎
に置きながら、その中に、地域との連携をいかに取り入れていくかについて、教職員が高
い意識をもつことが大切である。その一方で、新しい取組への挑戦も重要ではあるが、教
職員の負担軽減と児童生徒の通常の授業時間の確保が課題となる。既存の活動を充実させ
ることと、地域からの支援や協力を効果的、効率的に取り入れていく必要もある。 
平成 28 年の夏、話題になった選挙年齢引き下げに伴う主権者教育においても、他校と差
別化できる実践、学校の特色が生かせる実践を試みた。例えば、従来のように、自治体の
選挙管理委員会の主導で行われていた実物の投票用紙の記載台と投票箱を用いて、生徒会
役員の選挙を行うだけの模擬投票では課題も多い。本校の実践は、地域の課題を考察する
機会にするという点や選挙公約を基に討論する機会にするという点、投票行動を自分で決
定する機会にするという点で、他校との差別化を目指した。正解が複数あり、考えが異なる
意見をどう照らし合わせていくかなど、地域の公共的な課題を解決していく思考の道筋と
して、他者との話し合いが自分の考えを深めることと、その際の協働の意識が解決の近道
であることを理解させるような、いわゆる「アクティブ・ラーニング」の導入を目指して実
施した。また、島根県立隠岐島前高校との遠隔授業等においても、教師がファシリテータ
ーとして、生徒の意見交換を展開する手法や授業のまとめを行う的確な視点を具えている
かどうかで、成果が大きく分かれるところである。大学入試制度改革や学習指導要領改訂
を照準にして、日常的な授業改善の推進と指導力の向上は、地域との連携をとおして、地
域の活性化を担う本校の特色ある学校教育を充実させるための課題となる。そのためには、
すべての教職員が学校は地域に支えられ、自らも地域を支える一員であることを自覚する
こと、そして、日本のすべての地域にある学校は、未来を担う子どもたちとその保護者、地
域住民のために守らなければならないという「チーム地方」の意気込みを抱く学校の雰囲気
づくりが最も重要な課題である。 
 
今、時代はグローバル社会に対応できる人材の育成が求められている。東京の中心、御茶
ノ水や生田に構える明治大学に集う有志たちは、「スーパーグローバル大学創成支援事業」と
ともに、その活躍の舞台を世界に広げていくことであろう。その一方で、国内の地方創生も
視野に入る、つまり、グローカル社会を創生していく人材づくりも大切のように思う。スー
パーグローカルな人材が御茶ノ水から、明大前から、生田からスクラムを組んで、遠く離れ
た地域の舞台にトライしてくれることを願っている。 
